
（増刊 40）東 京 都 公 報令和3年3月31日（水曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

４０

規

則

○
東
京
都
支
庁
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…（
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課
）…
�

○
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
保
健
局
保
健
政
策
部
疾
病
対
策
課
）…
�

○
東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
病
院
経
営
本
部
経
営
企
画
部
財
務
課
）…
��

訓

令

○
東
京
都
支
庁
長
専
決
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課
）…
��

規

程
（
交
）

○
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

規

程
（
下
水
）

○
東
京
都
下
水
道
局
分
課
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

規

則

東
京
都
支
庁
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
二
号

東
京
都
支
庁
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
支
庁
長
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
東
京
都
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
三
十
四
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
十
四
か
ら
三
十
八
ま
で

削
除

第
一
条
第
一
項
第
五
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
三
の
二

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る

こ
と
。

㈠

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
公
安
委
員
会
、
区
市
町
村
、
一
般
電
気
事
業
者

又
は
特
定
電
気
事
業
者
及
び
認
定
電
気
通
信
事
業
者
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
。

㈡

法
第
四
条
第
二
項
（
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
申
請
を
勧
告
す
る
こ
と
。

㈢

法
第
四
条
第
四
項
（
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
。

㈣

法
第
五
条
第
二
項
（
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
の
意
見
を
聴
い
て
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
を
定
め
る
こ
と
及
び

増
設
に
係
る
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
の
意
見
を
聴
い
て
電
線
共
同
溝
増
設
計
画
を
定
め
る

こ
と
。

㈤

法
第
六
条
第
二
項
（
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
十
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

㈥

法
第
七
条
第
一
項
（
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
く
建
設
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

㈦

法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
こ
と
。

㈧

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

㈨

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
す
る
こ
と
。

㈩

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
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号
）
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

十一

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
。

十二

法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
電
線
共
同
溝
管

理
規
程
を
定
め
る
こ
と
。

十三

法
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
管
理
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

十四

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
。

十五

法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
国
と
の
協
議
を
行
う
こ
と
。

十六

法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
道
路
法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
負
担
金
の
納
付
を

督
促
し
、
並
び
に
当
該
負
担
金
並
び
に
当
該
負
担
金
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
を
徴
収
す
る

こ
と
。

十七

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
。

第
一
条
第
一
項
第
五
十
六
号
の
二
㈥
中
「
及
び
占
用
料
」
を
「
、
占
用
料
及
び
予
納
金
」
に
改
め
、

同
号
㈥
ア
中
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
、
「
使
用
料
」

の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
予
納
金
」
を
加
え
る
。

第
一
条
第
一
項
第
五
十
六
号
の
二
中
十二
を
十四
と
し
、
同
号
十一
中
「
許
可
に
係
る
」
を
削
り
、
同
号
中

十一
を
十三
と
し
、
同
号
㈩
中
「
許
可
に
係
る
」
を
削
り
、
「
及
び
占
用
料
」
を
「
、
占
用
料
及
び
予
納

金
」
に
改
め
、
同
号
中
㈩
を
十二
と
し
、
㈨
を
十一
と
し
、
㈧
を
㈩
と
し
、
㈦
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈧

条
例
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
有
料
施
設
又
は
有
料
用
具
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
有
料
施
設
等
」
と
い
う
。
）
の
使
用
を
承
認
す
る
こ
と
。

㈨

条
例
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
支
庁
長
の
権
限
に
属
す
る
使
用
料
を
減
額
し
、
又
は
無

料
で
有
料
施
設
等
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
。

第
一
条
第
一
項
第
五
十
七
号
十一
中
「
第
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
八
第
一

項
」
に
、
「
第
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
十二
中

「
第
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
十三
中
「
第
十
八
条

の
三
十
一
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
一
条
第
二
項
第
一
号
㈢
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ウ

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
第
十
八
条
各
号
、
第

十
九
条
及
び
第
二
十
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の

第
一
条
第
二
項
第
四
号
㈠
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
三
号

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
九
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
一
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「受
診
者
氏
名

印

」
を
「受

診
者
氏
名

」
に
、

「申
請
者
氏
名

印

」
を
「申

請
者
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
二
及
び
第
一
号
様
式
の
三
()表
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
四
中

「受
診
者
氏
名

印

」
を
「受

診
者
氏
名

」
に
、

「申
請
者
氏
名

印

」
を
「申

請
者
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
二
号
様
式
の
三
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
及
び
第
八
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式
()表
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中

「受
診
者
氏
名

印

」
を
「受

診
者
氏
名

」
に
、

「申
請
者
氏
名

印

」
を
「申

請
者
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
か
ら
第
十
七
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
十
八
号
様
式
()表
中

「

」
を

「

」
に
、

「場
合
）
※
２

」
を
「場

合
）
※
３

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
九
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
号
様
式
()表
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
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「

」
を

「

」
に
、
「又

は
介
護
保
険
事
業
所
番
号

」
を
「、

介
護
医
療
院
の
場
合
は
介
護
保
険
事
業
所
番
号

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
一
号
様
式
及
び
第
二
十
二
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
「又

は
介
護
保
険
事
業
所
番
号

」
を
「、

介
護
医
療
院
の
場
合
は
介
護
保
険
事
業
所
番
号

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
「又

は

介
護
保
険
事
業
所
番
号

」
を
「、

介
護
医
療
院
の
場
合
は
介
護
保
険
事
業
所
番
号

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る

法
律
施
行
細
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に

残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す

る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
四
号

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
九
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
二
号
様
式
の
六
」
を
加

え
、
同
項
第
二
号
ハ
中
「
別
記
第
二
号
様
式
の
四
」
の
下
に
「
及
び
第
二
号
様
式
の
五
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
の
表
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
に
係
る
診
断
書
の
項
中
「
氏
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
」
の
下
に
「
（
以
下
「
検
査
内
容
が
分
か
る
書
類
等
」
と
い
う
。
）
」
を
、

「
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
」
の
下
に
「
。
た
だ
し
、
検
査
内
容
が
分
か
る
書
類
等
に
つ
い
て
は
、

検
査
内
容
が
分
か
る
書
類
等
が
提
出
さ
れ
た
認
定
以
降
二
回
目
ま
で
の
更
新
申
請
に
お
い
て
は
、
提
出

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
を
加
え
る
。

附
則
別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
二
号
様
式
の
四
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
改
め
、

同
様
式

（注）
１
中
「、

後
期
高
齢
者
医
療
若
し
く
は
高
齢
受
給
者
証
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
適
用
区
分
が
「
Ⅰ
」
又
は
「
Ⅱ
」
の
も
の
に
限
る
。
）
、
限
度
額
適
用
認
定
証
（
適
用
区
分

が
「
オ
」
の
も
の
に
限
る
。
）

」
を
削
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中
「印

」
を
削
り
、
「問

い
合
わ
せ
は

」
を
「問

合
せ
は

」
に
、
「問

い
合
わ

せ
先

」
を
「問

合
せ
先

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
()表
、
第
十
八
号
様
式
()表
、
第
十
九
号
様
式
()表
、
第
二
十
一
号
様
式
()表
、
第
二
十

二
号
様
式
()表
及
び
第
二
十
三
号
様
式
()表
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
十
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
十
三
号
様
式
か
ら
第
三
十
五
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
三
十
八
号
様
式
()表
及
び
第
三
十
九
号
様
式
()表
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
二
号
様
式
及
び
第
四
十
四
号
様
式
()表
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の

助
成
に
関
す
る
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、

現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
五
号

東
京
都
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
病
院
事
業
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
百
十
三
条
中
「
し
て
、
こ
れ
を
押
印
」
を
削
り
、
「
立
合
人
」
を
「
立
会
人
」
に
改
め
、
「
の
う

え
、
こ
れ
に
押
印
」
を
削
る
。

に
、

別
記
第
十
号
様
式
乙
中
「照

合
印

」
を
「照
合
者

」
に
、
「

台
帳
作

成
者
印

」
を
「

台
帳

作
成
者

」

「
照

合

印
」
を
「
照

合

者
」
に
、
「
記
載
者
印
」
を
「
記

載

者
」
に
改
め
る
。

に
、

別
記
第
十
号
様
式
丙
中
「照
合
印

」
を
「照

合
者

」
に
、
「

台
帳
作

成
者
印

」
を
「

台
帳

作
成
者

」

「
照
合
印
」
を
「
照
合
者
」
に
、
「

者
印

記
載

」
を
「

記
載
者

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
号
様
式
甲
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
三
十
号
様
式
乙

（上）
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
十
四
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、
「不

渡
と

」
を
「不

渡

り
と

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
八
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
四
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
六
号
様
式
表
面
中
「印

」
を
削
り
、
「納

入
者

住
所

氏
名

印

」
を

「納
入
者

住
所

氏
名

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
病
院
事
業
財
務
規
則
別
記
第
十
号

様
式
乙
、
第
十
号
様
式
丙
、
第
三
十
号
様
式
甲
、
第
三
十
号
様
式
乙
、
第
三
十
四
号
様
式
、
第
三
十

八
号
様
式
、
第
四
十
二
号
様
式
、
第
四
十
四
号
様
式
及
び
第
四
十
六
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に

残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訓

令

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
七
号

庁

中

一

般

支

庁

東
京
都
支
庁
長
専
決
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
東
京
都
訓
令
甲
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
一
条
第
一
項
第
二
十
七
号
の
三
中
「
第
四
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。
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規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
五
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
交
通
局
規
程

第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
東
京
都
交
通
局
組
織
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
交
通
局
規
程
第
三
十
三
号
）
第
三

条
に
定
め
る
局
の
分
課
の
う
ち
そ
の
所
在
地
が
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
に
あ
る
も
の
（
以
下

「
本
庁
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
時
刻
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
普
通
勤
務
イ
の
」
を
加

え
る
。

附
則
第
三
条
及
び
附
則
別
表
を
削
る
。

別
表
第
一
総
務
部
の
項
中
「
本
庁
」
を
「
本
庁
舎
」
に
、
「
す
べ
て
の
」
を
「
全
て
の
」
に
改
め
、

同
表
職
員
部
の
項
及
び
資
産
運
用
部
の
項
中
「
す
べ
て
の
」
を
「
全
て
の
」
に
改
め
、
同
表
電
車
部
の

部
中
「
本
庁
」
を
「
本
庁
舎
」
に
改
め
、
同
部
電
車
営
業
所
の
項
中

「
所
長
及
び
管
理
担
当
職
員

」
を

運
輸
担
当
職
員
（
乗
務
員
を
除
く
。
）

乗
務
員

「
所
長
及
び
管
理
担
当
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員

」
に
改
め
、
同
部
乗
務
管
理
所
の
項
中

運
輸
担
当
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
（
運
転
業
務
に
従
事

す
る
職
員
を
除
く
。
）

運
転
業
務
に
従
事
す
る
職
員

「
乗
務
員
」
を
「
運
転
及
び
車
掌
業
務
に
従
事
す
る
職
員
」
に
、
「
入
換
運
転
業
務
」
を
「
運
転
業
務

の
う
ち
、
入
換
運
転
業
務
」
に
改
め
、
同
表
自
動
車
部
の
部
中
「
本
庁
」
を
「
本
庁
舎
」
に
改
め
、
同

部
自
動
車
営
業
所
の
項
中
「
乗
務
員
」
を
「
運
転
業
務
に
従
事
す
る
職
員
」
に
改
め
、
同
表
車
両
電
気

部
の
項
中
「
本
庁
」
を
「
本
庁
舎
」
に
改
め
、
同
表
建
設
工
務
部
の
部
中
「
本
庁
」
を
「
本
庁
舎
」
に

改
め
、
同
部
工
務
事
務
所
の
項
及
び
地
下
鉄
改
良
工
事
事
務
所
の
項
中

「
普
通
勤
務
イ

」
を

「
普
通
勤
務
イ

普
通
勤
務
ロ

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
普
通
勤
務
の
部
イ
の
項
正
規
の
勤
務
時
間
の
欄
及
び
休
憩
時
間
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。㈠

午
前
七
時
か
ら
午
後
三
時
四
十
五
分
ま
で

㈡

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で

㈢

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

㈣

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈤

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分
ま
で

㈥

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で

㈦

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
四
十
五
分
ま
で

㈧

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時
十
五
分
ま
で

㈨

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
七
時
四
十
五
分
ま
で

㈠
か
ら
㈦
ま
で
は
正
午
か
ら

午
後
一
時
ま
で
。
た
だ
し
、

所
属
長
が
認
め
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
所
属
長
は
、

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午

後
零
時
三
十
分
ま
で
又
は
午

後
零
時
三
十
分
か
ら
午
後
一

時
三
十
分
ま
で
の
い
ず
れ
か

の
時
間
を
休
憩
時
間
と
し
て

各
職
員
に
つ
い
て
指
定
す
る
。

㈧
及
び
㈨
は
午
後
一
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

別
表
第
二
普
通
勤
務
の
部
ハ
の
項
中
「
乗
務
員
」
を
「
運
転
業
務
に
従
事
す
る
職
員
」
に
、
「
車

掌
」
を
「
車
掌
業
務
に
従
事
す
る
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
一
号

東
京
都
下
水
道
局
分
課
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

東
京
都
下
水
道
局
分
課
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
分
課
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
管
路
再
構
築
事
業
推
進
専
門
課
長
」
を
「
下
水
道
設
備
再
構
築
事
業
推
進
専
門
課
長

及
び
管
路
再
構
築
事
業
推
進
専
門
課
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
多
摩
地
域
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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